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「再び干支の話」   校⾧ 磯邉 裕一 
 

 新年に際して今年も「えと」のお話をしましょう。今年の干支は「巳」ですね。動物でい

うとヘビです。正確には「乙巳
きのとみ

」といいます。これにはどのような意味があるのでしょうか。 

干支は正確には十干
じっかん

十
じゅう

二
に

支
し

 といい、十干と十二支を組み合わせて作る暦のことを言いま

す。十干とは、甲
こう

、乙
おつ

、丙
へい

、丁
てい

、戊
ぼ

、己
き

、庚
こう

、辛
しん

、壬
じん

、癸
き

であり、１から 10 を表し、日を順

に 10 のまとまりで表すのに使いました。10 日ごとに一旬といい、３つの旬、すなわち上旬、

中旬、下旬で一か月になります。一方、古代中国では万物はすべて陰と陽に分けられるとす

る「陰陽
いんよう

説」と、万物はすべて木・火・土・金・水の５つの元素からなるとする「五
ご

行
ぎょう

説」

という思想がありました。これらを組み合わせて「陰陽五行説」と呼び、２×５＝10 の要素

を十干に当てはめるようになりました。中国から我が国にこの思想が輸入された後、陰と陽

を兄
え

と弟
と

に見立て、「兄
え

弟
と

」と呼ぶようになりました。 

十二支は、12か月を順に表す呼び方で、時刻や方位を表すのに使いました。もともと動物

には関係なかったのですが、字が読めない古代の農民に分かりやすく説明するために動物の

イメージを付けて、それが今まで残っているものと言われています。十干と十二支で順に年

を数えると 60 年で元の組合せに戻ります。そこで、60 年たつと、つまり 60 歳になると暦が

戻る「還暦
かんれき

」になるのです。 

今年の干支「乙巳（きのとみ・おっし）」は、暦の始まりである「甲子（きのえね・かし）」

から数えて 42 番目に当たる干支です。「乙」は十干の２番目で、生命の循環で言えば、誕生

間もなく窮屈にかがまっている状態です。ジグザグなものの象
しょう

形
けい

から、種から出た芽が地上

に出ようとして曲がりくねった状態を表します。「巳」は十二支の６番目であり、胎児の象

形から、胎児や種子を意味しており、草木の成長が極限に達した状態を表しています。陰陽

五行思想では「乙」は木の陰、「巳」は火の陰であり、木は燃えて火を生むという関係性から

両者は強め合い、「乙巳」は「伸び切った枝葉を糧にして、業火が起こる年」ということにな

ります。成長が極限に達し、内包するエネルギーが爆発するような劇的な変化を引き起こす

年と言われています。 

３年生の皆さんは、残り少ない中学生生活を充実させ、集大成ともいえるシンガポール研

修で更に成長してください。１、２年生の皆さんも努力を継続し、それが劇的な飛躍、成長

につながる年になることを祈念します。 

 
１月の主な予定                  ２月の主な予定 

 ７日(火) 休業明け集会 
 ９日(木) 委員会 
 10 日(金) 適性検査準備（給食なし） 
 11 日(土) 適性検査 
 13 日(月) 成人の日 
 14 日(火)～15 日(水) 自宅学習※ 

16 日(木)～17 日(金) 第４回外部模試 
21 日(火)～22 日(水) 自宅学習※ 

 23 日(木) 合格発表 
 30 日(木)～31 日(金) 第４回定期考査 
※14 ・15 ・21 ・22 日は、中学入学者選抜事務の

ため自宅学習となります。 

６日(木) 委員会 
８日(土) 入学予定者説明会 
10 日(月) 第２回ＰＴＡ全体委員会 
11 日(火) 建国記念の日 
16 日(日)～21 日(金) ３年海外語学研修 
23 日(日) 天皇誕生日 
24 日(月) 振替休日 
26 日(水) 高校学力検査前日準備 
27 日(木) 高校学力検査（自宅学習） 
28 日(金) 高校特色選抜（自宅学習） 

※２月 27 ・28 日および３月３・４・10 ・11 日    
 は、高校入学者選抜事務のため自宅学習と

なります。 

 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

 

 

 

 


